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はじめに  

本適用説明書は、ＶＦ６４に搭載されるスーパブロック機能についての説明をまとめたものである。 
 
ＶＦ６４は基本的なトルク制御機能、速度制御機能を備えているが、システムによっては独自の制御
方式を採りたい場合がある。そのような場合にスーパブロック機能を使用することにより、適用シス
テムに応じて最適なトルク制御機能、速度制御機能を速やかに組み込み、お客様に提供することがで
きる。また、スーパブロック機能を使用することにより、ドライブが特殊な制御を要求するシステム
や高速かつ複雑な制御を行なわなければならない各システムに最適な指令（速度指令、トルク指令）
の演算回路を容易に組み込むことができる。  
このようにスーパブロック機能を使用することにより自由度の高い制御ブロック回路をＶＦ６４に
容易に組み込むことが可能となるが、その反面、間違った制御回路を設計したり、制御定数に適切で
ない値を設定すると、動作がおかしくなるだけでなく、最悪の場合はシステムを破損してしまう可能
性もある。  
スーパブロックを設計、適用する場合はシミュレーション、ＤＲ・評価会等の設計審査、実用試験な
どによる十分な検証を行なうこと。  
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1 ＶＦ６４上での構成  
ＶＦ６４インバータのうち、ユーザープログラマブルなエリアとして、シーケンス機能とスーパブロ

ック機能を用意する。スーパブロック機能は、端子台やコンソール、通信オプション、シーケンス機能
からのデータや電流検出、速度検出からのデータ、内部演算データを入力データとして、希望の速度指
令、トルク指令を得るための演算回路として動作し、結果をＶＦ６４の基本制御回路に与える。ＶＦ６
４上での主な構成は下記の構成図のとおりとする。  
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Fig .1 スーパブロック機能およびシーケンス機能を含むＶＦ６４簡略構成図スーパブロック機能およびシーケンス機能を含むＶＦ６４簡略構成図スーパブロック機能およびシーケンス機能を含むＶＦ６４簡略構成図スーパブロック機能およびシーケンス機能を含むＶＦ６４簡略構成図  
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2 スーパブロック仕様  

2.12.12.12.1    マトリクススイッチマトリクススイッチマトリクススイッチマトリクススイッチ    

スーパブロックは、マトリクススイッチと呼ばれる呼び出しスーパブロックと結合情報を記載
したメモリテーブルを順次読み出すことにより実行される。このスーパブロックはスーパブロ
ック機能を使用するユーザが、スーパブロックエディタ（ＰＣ上で動作）により作成・編集し、
ＶＦ６４本体のＦＬＡＳＨ－ＲＯＭエリアに焼き込まれる。  
従来のＨＣスーパブロックとは異なり、ＲＯＭエリアであるので、通常マトリクススイッチ上
のデータを書き換えることはできない。従って、マトリクススイッチは呼び出すスーパブロッ
クの種類を示すスーパブロックコードと、結合情報によって作成されるメモリのアドレス情報
のみが記載されている。なお、スーパブロック毎に使用する入出力数が異なるので、当然マト
リクススイッチの数もスーパブロックごとに異なる。  
なお、従来ＨＣ９４ではマトリクススイッチ長は１６ｂｉｔであったが、今回使用するＳＨは
３２ｂｉｔアドレス空間であるので、マトリクススイッチも３２ｂｉｔ長となっている。以下
にマトリクススイッチの記載例を示す。  

address 内容   
+0000 １番め呼び出しＳＢコード 
+0004 データ１アドレス 

  
  

・  
・  
・   

・  
・  
・   

+4×（n+1）  データｎアドレス 

1 番目のスーパブロックのデータ 
(ﾏﾄﾘｸ ｽｽ ｲ ｯﾁの数は ｽｰﾊﾟﾌﾞ ﾛ ｯ ｸによ
り異なる) 

+4×（n+2）  ２番め呼び出しＳＢコード 
+4×（n+3）  データ１アドレス 

  

  

・  
・  
・   

・  
・  
・   

+4×（n+2+m+1） データｍアドレス 

２番目のスーパブロックのデータ 
 

 ・   
 ・   
 ・   
 ０  マトリクススイッチの終了 

なお、スーパブロックのコードのエリアに０が入っている場合、マトリクススイッチの終了を
示す。この場合、スーパブロックの読み出しを終了し、各ポインタを初期値に戻す。  
また、スーパブロックのコードエリアが 70h の場合、一旦スーパブロック読み出しを終了する
ことを示す。この場合は、ポインタの初期化は行わず、次の制御ループでその続きから再実行
することになる。（スーパブロックの分割）  
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2.22.22.22.2    入出力変数入出力変数入出力変数入出力変数    

2.2.1数値データ数値データ数値データ数値データ 

特に指示が無い場合は、入出力とも極性付きの 16bit データ (s igned  shor t )とし、１００％＝２
００００とする。  
入力はマトリクススイッチにて指定されるアドレスのデータを参照する。  

2.2.2ＢＩＴデータＢＩＴデータＢＩＴデータＢＩＴデータ 

ｂｉｔデータは、メモリ上ではｂｙｔｅ単位で扱う。つまり１ｂｉｔに対しメモリは 1byte が
割り当てられる。この時ｂｉｔ＝０の場合００ｈ、ｂｉｔ＝１の時ＦＦｈとする。ｂｉｔデー
タの入力は、数値データと同様マトリクススイッチにて指定されるアドレスによって指定され
るメモリにｂｙｔｅで与えられる。  

2.2.3出力データ出力データ出力データ出力データ 

出力データエリアは、内部 RAM 上に 64word(128byte)分割り当てられている。  

2.2.4記憶ＲＡＭ記憶ＲＡＭ記憶ＲＡＭ記憶ＲＡＭ 

スーパブロックの演算データを次回呼び出しまで記憶する記憶ＲＡＭエリアは、内部 RAM 上
に 32bit 長のデータとして 32long(128byte)分割り当てられている。  
 

2.32.32.32.3    スーパブロックの実行周期（タイムステップ）スーパブロックの実行周期（タイムステップ）スーパブロックの実行周期（タイムステップ）スーパブロックの実行周期（タイムステップ）    

スーパブロックの実行は、ＶＦ６４本体の１ｍｓ割り込み内で呼び出される。通常は、1ms の
ループ内でマトリクススイッチに設定されているすべてのスーパブロックを実行するので、そ
れぞれの実行周期（タイムステップ）は 1ms となる。  
ただし、スーパブロック実行時間が２００μｓを超える場合、スーパブロックの演算時間によ
ってＶＦ６４本体の制御が影響をうけることを防ぐため、スーパブロックの実行をマトリクス
ＳＷ上で分割しなければならない。（最大４分割まで）。スーパブロックを分割した場合は
1ms の割り込み内で分割したうちの１グループずつを順に実行する。従って４個に分割した場
合、実行周期（タイムステップ）は４ms となる。  
 

2.42.42.42.4    スーパブロックのＶＦ６４への組み込みスーパブロックのＶＦ６４への組み込みスーパブロックのＶＦ６４への組み込みスーパブロックのＶＦ６４への組み込み    

ｽｰﾊﾟﾌﾞﾛｯｸを作成しＶＦ６４へ組み込むには以下の手順で実行する。  
・必要な制御ﾌﾛｰに従ってｽｰﾊﾟﾌﾞﾛｯｸの接続図を作成する。  
・作成した接続図に従って、ﾊﾟｿｺﾝの ｽｰﾊﾟﾌﾞﾛｯｸｴﾃﾞｨﾀで ｽｰﾊﾟﾌﾞﾛｯｸの並び、入力、出力、接続情
報、ｺﾝｿｰﾙ設定 ｴﾘｱを入力し接続情報のﾌｧｲﾙ (～ .mot )を作成する。  

・接続情報ﾌｧｲﾙ (～ .mot )を、ﾊﾟｿｺﾝの ﾌﾗｯｼｭ書き込みｿﾌﾄで、ＣＰＵのﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘに書き込む。  
・各種ｽｰﾊﾟﾌﾞﾛｯｸの ｺﾝｿｰﾙ設定項目を入力する。  
・ＶＦ６４の設定項目でｽｰﾊﾟﾌﾞﾛｯｸ機能を有効にする。  

なお、上記手順で使用するﾊﾟｿｺﾝは Windows95/98 が搭載されているパソコンを使用する。  
上記のﾊﾟｿｺﾝｿﾌﾄ (ｽｰﾊﾟﾌﾞﾛｯｸｴﾃﾞｨﾀ、 ﾌﾗｯｼｭ書き込みｿﾌﾄ )についての説明は、ｽｰﾊﾟﾌﾞﾛｯｸｴﾃﾞｨﾀ  
説明書 (QG16970)、ﾌﾗｯｼｭ ROM 書き込みｿﾌﾄ説明書（QG17018）による。  

2.52.52.52.5    スーパブロック使用時の注意スーパブロック使用時の注意スーパブロック使用時の注意スーパブロック使用時の注意    

2.5.1アドレス設定時の注意点アドレス設定時の注意点アドレス設定時の注意点アドレス設定時の注意点 

スーパブロックに設定する入出力はアドレスで指定されるが、インバータ内部のアドレスを直
接指定することになるので、間違ったアドレスを指定してインバータ本体の動作をおかしくし
てしまう可能性がある。本体アドレス設定時には多分に注意すること。  
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2.5.2インバータ本体のＡＲＣ機能を使用する場合インバータ本体のＡＲＣ機能を使用する場合インバータ本体のＡＲＣ機能を使用する場合インバータ本体のＡＲＣ機能を使用する場合 

インバータ本体のＡＲＣ機能を使用する場合は、ArcSpd という変数に本体ＡＲＣ後の速度指令
が出力されるのでこれを使用する。  
また、停止中とフリー始動速度演算が終了しＡＲＣ出力 (ArcSpd)が確定するまではＰＩアンプ
の積分器をクリアしておく必要があるので AsrStop(BIT ﾃﾞｰﾀ )変数をＰＩアンプの停止入力 (BIT
入力 )に接続しておくこと。詳細は以下に示す。  
ただし、ＦＦＷＤブロックの停止入力に AsrStop を使用すると、AsrStop から復帰したときに速
度指令が０でない場合、ＦＦＷＤに [０→指令 ]のステップ入力がなされた場合と同じ動作をす
るので注意が必要である。  
 
  AsrStop の動作シーケンス  

      
AsrStop

運転指令

運転中 再始動フリー
始動中

停止中

 
 
  本体ＡＲＣとフリー始動使用の場合のＰＩアンプ接続例（ＰＩ３Ａ使用例）  

       

Ｐ

Ｉ

Kp

Ki Li Hi

Lp Hp

E1

E2

ArcSpd

AsrStop

SpdFb

TrqCmdSb

ＰＩ３Ａ

U1＋ ＋

＋－

ﾎｰﾙﾄﾞ 停止 積分ﾅｼ

B1 B2 B3

 



 

                      7  

2.5.3キャリア周波数とメインループ演算時間の関係についてキャリア周波数とメインループ演算時間の関係についてキャリア周波数とメインループ演算時間の関係についてキャリア周波数とメインループ演算時間の関係について 

スーパブロックを使用時に、キャリア周波数の値によってはインバータ本体のメインループ演
算時間が長くなり制御入出力の応答が悪くなるので、以下に示すグラフで演算時間が１０ｍｓ
を超えるところのキャリア周波数は極力使用しないこと。  
 

0

5

10

15

20

0 5 10 15

キャリア周波数[kHz]

メ
イ
ン
ル
ー
プ
演
算
時
間
[m
s]

 
 
 
 
       小  ―        →  大  

キャリア周波数 1 .0kHz             1 .2kHz 
        1 .3kHz             2 .4kHz 
        2 .5kHz             4 .9kHz 
        5 .0kHz             7 .4kHz 
        7 .5kHz             9 .9kHz 
        10 .0kHz            15 .0kHz 

 

メインループ  
実行時間  

12 . 4～15kHz  8 . 9 ～7 .1 ～4 . 6 ～
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2.62.62.62.6    スーパブロックに使用するインバータ内部データのアドレススーパブロックに使用するインバータ内部データのアドレススーパブロックに使用するインバータ内部データのアドレススーパブロックに使用するインバータ内部データのアドレス    

 
SPB ｴﾃﾞｨﾀ  
変数名  内部ｱﾄﾞﾚｽ  内容  

AnTermIn  0xff ff f900  アナログ端子台入力 (20000/10V) 
IsoTermIn  0xff ff f902  絶縁アナログ端子台入力 (20000/10V) 
SpdCmdTm 0xff ff f904  ｱﾅﾛｸﾞ速度指令入力 (AnTermIn より 20000/ top に換算 )  
TrqCmdTm 0xff ff f906  トルク指令入力 (AnTermIn を 7500/150%(-10V)に換算 )  
SpdCmdIs  0xff ff f908  ISO 速度指令入力 ( IsoTermIn より 20000/top に換算 )  
TrqCmdIs  0xff ff f90a ISO ｵﾌﾟｼｮﾝﾄﾙｸ入力 (5000/100%(-6 .67V))  
SpdFb 0xff ff f90c ﾓｰﾀ速度ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ (20000/top) (ただし S ﾓｰﾄﾞでは演算速度 )  
SpdFbAbs 0xff ff f90e SpdFb の絶対値  
   

TrqCmdSb 0xff ff f910  ｽｰﾊﾟﾌﾞﾛｯｸからのﾄﾙｸ指令出力  (20000/100%)  
        (ｲﾝﾊﾞｰﾀ内部で  5000/100% に換算される )  

SpdCmdSb 0xff ff f912   ｽｰﾊﾟﾌﾞﾛｯｸからの速度指令出力  ( top /20000)  
AnOutSb  0xff ff f914  ｽｰﾊﾟﾌﾞﾛｯｸからの VFC64-TB ｱﾅﾛｸﾞ出力  (20000/5V)  
IsoOutSb  0xff ff f916  ｽｰﾊﾟﾌﾞﾛｯｸからの IO64（絶縁ｱﾅﾛｸﾞ I /O ｵﾌﾟｼｮﾝ )出力  (20000/5V)  
   

f j -01～ f j -10  0xff ff f918-  
 0xff f f f92a 通信ｵﾌﾟｼｮﾝからの入力  

t j -01～ t j -15  0x002C0030-  
 0x002C004C ｽｰﾊﾟﾌﾞﾛｯｸから通信ｵﾌﾟｼｮﾝへ出力  

   
I00081～  
    I00100   

0x00206081-  
 0x00206100  ｼｰｹﾝｽ機能からの入力 (BIT ﾃﾞｰﾀ )  

O00080～  
    O000ff  

0x00206181-  
 0x00206200  ｼｰｹﾝｽ機能への出力 (BIT ﾃﾞｰﾀ )  

   
OutFreq  0xff ff f92c 出力周波数    20000/ top 
Iou trms 0xff ff f930  実効電流      10000/100%(inv. ra ted)  
Vout  0xff ff f932  出力電圧      4000/200V(200V 系 ) ,4000/400V(400V 系 )  
Vdc  0xff ff f934  直流電圧      Vdc*10(400V 系は半分 )  
TcmdVec  0xff ff f936  ﾄﾙｸ指令       5000/100% 
OlPreCo 0xff ff f938  OL ﾌﾟﾘｶｳﾝﾀ     10000 で OL または OT 動作  
ImTemper  0xff ff f93a ﾓｰﾀ温度       10 /1℃  
F lxRate  0xff ff f93c モータ磁束比  1024/100% 
TcalOpen  0xff ff f944  演算トルク    5000/100% 
   
InvFlag 0xff ff f948  ｲﾝﾊﾞｰﾀ状態 ﾌﾗｸﾞ（※注）  
CmdFlag 0xff ff f94a 端子台指令入力ﾌﾗｸﾞ (上位 )・運転指令ﾌﾗｸﾞ (下位 ) （※注）  
   
ArcSpd  0xff ff f950  内部 ARC 後の速度指令 (S ﾓｰﾄﾞ時は 0 周波数制限付 )  

AsrStop  0xff ff f952  ASR 禁止 (ｽｰﾊﾟﾌﾞﾛｯｸ I ｸﾘｱ用 )停止 ,DCbr,初励 ,ﾌﾘｰ始動中  
(BIT ﾃﾞｰﾀ )  

   
BCDIn  0xff ff f95a BCD 入力 (HEX 変換後 )  
SpdCmdBC 0xff ff f95c BCD 速度指令入力 (Top/20000 に変換 )  

  
※注：フラグの説明は次ページに記す。  
   フラグを使用する場合はＢＳＥＬブロックを使用する。
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フラグの説明  
 
 InvFlag：インバータ状態フラグ  
   BIT0 :  運転・寸動指令有り  
   BIT1 :  運転中  
   BIT2 :  寸動運転中又は寸動運転してた  
   BIT3 :  逆転指令状態  
   BIT4 :  DC 励磁中  
   BIT5 :  停電中  
   BIT6 :  自動計測中  
   BIT7 :  GATE ON 中  
   BIT8 :  励磁中  
   BIT9 :  DC ﾌﾞﾚｰｷ中  
   BIT10:  始動時磁束ｕｐ中   
   BIT11:  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転終了停止中 (One- t ime mode)  
   BIT15:  FCL 保護中 (実際にはｾｯﾄされず、ﾄﾚｰｽﾊﾞｯｸで書換えられる )  
 
 CmdFlag：端子台指令フラグ (上位 8 ﾋﾞｯﾄ )･インバータ指令フラグ (下位 8 ﾋﾞｯﾄ )   
  インバータ指令フラグ部  
   BIT0 :  運転指令 (ｼｰｹﾝｽに渡す指令 )  
   BIT1 :  JOG 指令 (ｼｰｹﾝｽに渡す指令 )  
   BIT2 :  逆転指令 (ｼｰｹﾝｽに渡す指令 )  
   BIT4 :  DC ﾌﾞﾚｰｷ指令 (ｼｰｹﾝｽに渡す指令 )  
   BIT7 :  励磁指令 (ｼｰｹﾝｽに渡す指令 )  
   端子台指令ﾌﾗｸﾞ部  
   BIT8 :  正転運転指令端子  
   BIT9 :  逆転運転指令端子  
   BIT10:  正転寸動指令端子  
   BIT11:  逆転寸動指令端子  
   BIT12:  非常停止指令端子  
   BIT13:  故障ﾘｾｯﾄ指令端子  
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3 各スーパブロックの仕様  
 

3.13.13.13.1    スーパブロック一覧表スーパブロック一覧表スーパブロック一覧表スーパブロック一覧表    

No.  ﾌﾞﾛｯｸ  
ﾀｲﾌﾟ  

ブロック名                      機   能  

０  ００  ＢＥＮＤ  スーパブロックの終了           
１  ０４  ＢＩＴＪ  ビットデータの転送（演算出力ﾃﾞｰﾀﾌﾞﾛｯｸに出力）    
２  ０８  ＢＩＴＷ  ビットデータの転送（指定アドレスに出力）       
３  ０Ｃ  ＪＭＰＲ  ワードデータの転送（指定アドレスに出力）  
４  １０  ＪＭＰＳ  ワードデータの転送（演算出力ﾃﾞｰﾀﾌﾞﾛｯｸに出力）  
５  １４  ＤＬＲＧ  ダイオード優先  
６  １８  ＡＤＤＲ  加減算  
７  １Ｃ  ＭＵＬＴ  乗算  
８  ２０  ＣＭＰＡ  比較器  
９  ２４  ＬＡＧ１  １次遅れ  
１０  ２８  ＤＢＡＮ  不感域  
１１  ２Ｃ  ＰＩ３Ａ  ＰＩアンプ（基本特性）  
１２  ３０  ＰＩ２Ａ  ＰＩアンプ（ウィンドウコンパレータ付き）  
１３  ３４  ＰＩ１Ａ  ＰＩアンプ（優先回路付き）  
１４  ３８  ＰＩ４Ａ  ＰＩアンプ（優先回路，ゲイン切り替え付き）  
１５  ３Ｃ  ＦＦＷＤ  フィードフォワード  
１６  ４０  ＭＣＡＮ  モータ側キャンセレーション  
１７  ４４  ＦＣＡＮ  フレキシブル側キャンセレーション  
１８  ４８  ＥＡＲＣ  簡易ＡＲＣ  
１９  ４Ｃ  ＳＡＲＣ  Ｓ字ＡＲＣ  
２０  ５０  ＰＣＴＱ  トルク発生係数の逆数  
２１  ５４  ＭＲＨＦ  ＭＲＨ機能  
２２  ５８  ＤＳＥＬ  データセレクタ  
２３  ５Ｃ  ＤＲＰＣ  垂下制御  
２４  ６０  ＤＬＧ３  ダイオード優先（３入力）  
２５  ６４  ＨＹＳＣ  ヒステリシス非線型制御  
２６  ６８  ＰＩＤＡ  ＰＩＤアンプ  
２７  ６Ｃ  ＦＵＮＣ  ファンクション  
２８  ７０  ＰＡＵＳ  スーパブロック分割点  
２９  ７４  ＪＭＰＷ  ワードデータの転送（指定アドレスに出力）  
３０  ７８  ＢＳＥＬ  データの１ビット選択  
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3.23.23.23.2    端子記号の説明端子記号の説明端子記号の説明端子記号の説明    

 
※入力端子  
 
    ：数値データ（１ワード）の入力端子  
 
    ：ｂｉｔデータ（１バイト）の入力端子（００ｈ  ｏｒ  ＦＦｈ）  
 
    ：ｂｉｔスイッチデータ（１バイト）の入力端子（００ｈ  ｏｒ  ＦＦｈ）  
 
    ：定数入力（コンソールより入力）  
 
     コンソールより入力された定数は、定められた係数により変換されてスーパブロ  
     ックに入力される。（変換式は次ページの設定項目表による）  
 
 
※出力端子  
 
    ：数値データ（１ワード）の出力端子（演算出力データブロックに出力）  
 
    ：数値データ（１ワード）の出力端子（指定アドレスに出力）  
 
    ：ｂｉｔデータ（１バイト）の出力端子（演算出力データブロックに出力）  
 
    ：ｂｉｔデータ（１バイト）の出力端子（指定アドレスに出力）  
 
 

 

 

 

定数  
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3.33.33.33.3        コンソール設定定数エリアコンソール設定定数エリアコンソール設定定数エリアコンソール設定定数エリア    

 

係数 定数 定数名 範囲 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 係数 ｴﾘｱ ｺﾝｿｰﾙ 運転中
番号 記号 個数 設定ｴﾘｱ 変更可
1 K ゲイン -14.64≦K≦14.64 1 2^27/60000*K 25 P－ 0 ～ 24 ○
2 Jn ｲﾅｰｼｬ 0.000≦Jn≦31.999 1 1024*Jn 10 P－ 25 ～ 34 ○
Jl

3 Dn ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 0.000≦定数≦0.999 0 32768*定数 10 P－ 35 ～ 44 ○
Dl
Ka 垂下量

4 Kp 比例ゲイン 0.00≦定数≦127.99 5 256*定数 10 P－ 45 ～ 54 ○
Kr ﾋｽﾃﾘｼｽ下降ｹﾞｲﾝ

5 Ki 積分時定数 10ms≦Ｋｉ≦10000ms 50ms 256000/定数 10 P－ 55 ～ 64 ○
6 T 加減速時間 0.010s≦Ｔ≦10.000s 10.000s 256/定数 10 P－ 65 ～ 74 ○
7 MACC 加速時間 0.10s≦定数≦100.00s 10.00s 2560/定数 10 P－ 75 ～ 84 ○
MDEC 減速時間

8 Tf 一次遅れ時定数 1ms≦定数≦1000ms 10ms 26840/定数 15 P－ 85 ～ 99 ○
Td 微分時定数
Dv/Kc 捩り軸遅れ時定数 (1ms≦(Dv/Kc)≦1000ms) (26840/(Dv/Kc))

9 SEL セレクタ 1～8の整数 1 整数 5 P－ 100 ～104 ○
10 Ks 同期時ゲイン -1.000≦KS≦1.000 0.1 4096*KS 10 P－ 105 ～114 ○
11 Kg 比例係数 0.000≦定数≦7.999 1 4096*定数 10 P－ 115 ～124 ○
G 不感帯外ゲイン
Ku ﾋｽﾃﾘｼｽ上昇ｹﾞｲﾝ
Kd 微分ゲイン
Kx 入力変換係数

12 Dv 捩り軸ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 0.13≦Dv＜300.00 1 4096/Dv 5 P－ 125 ～129 ○
13 Acc 加速時間 0.14s≦定数≦6.00s 6.00s 4096/定数 3 P－ 130 ～132 ○ ※１
14 Sas 加速立上がり時間 0.10s≦定数≦2.00s 2.00s 128/(ACC*定数) 3 P－ 140 ～142 ○ ※１
15 Sae 加速整定時間 0.10s≦定数≦2.00s 2.00s 128/(ACC*定数) 3 P－ 150 ～152 ○ ※１
16 Dec 減速時間 0.14s≦定数≦6.00s 6.00s 4096/定数 3 P－ 133 ～135 ○ ※１
17 Sds 減速立下がり時間 0.10s≦定数≦2.00s 2.00s 128/(DEC*定数) 3 P－ 143 ～145 ○ ※１
18 Sde 減速整定時間 0.10s≦定数≦2.00s 2.00s 128/(DEC*定数) 3 P－ 153 ～155 ○ ※１
19 n パワコン速度比 0～7の整数 1 整数 4 P－ 136 ～139 × ※２
20 ωR 定格速度 nによる 20000 20000/n 4 P－ 146 ～149 × ※２
21 Znt ﾄﾙｸ発生係数の逆数0.001≦Znt≦15.999 1 2048*Znt 4 P－ 156 ～159 ○
22 Dz デッドゾーン 0.0%≦Dz≦100.0% 0.00% 200*Dz 10 P－ 160 ～169 ×
23 Kh ヒステリシス幅 0.0%≦定数≦163.0% 0.00% 200*定数 30 P－ 170 ～199 ×
Kb 不感帯幅
Kw ｳｲﾝﾄﾞｳｺﾝﾊﾟﾚｰﾀ幅
Y 関数値

24 Kf 入力オフセット -163.0%≦定数≦163.0% 0.00% 200*定数 10 P－ 200 ～ 209 ×
U0 初期値

25 Hp 比例出力上限値 -163.0%≦定数≦163.0% 100.00% 200*定数 20 P－ 210 ～ 229 ×
Hi 積分出力上限値
Hd FFWD出力上限値
Hmc MCAN出力上限値
Hfc FCAN出力上限値
Hm MRHF出力上限値
Hu HYSC出力上限値
Hd 微分出力上限値

26 Lp 比例出力下限値 -163.0%≦定数≦163.0% -100.00% 200*定数 20 P－ 230 ～ 249 ×
Li 積分出力下限値
Ld FFWD出力下限値
Lmc MCAN出力下限値
Lfc FCAN出力下限値
Lm MRHF出力下限値
Lu HYSC出力下限値
Ld 微分出力下限値

27 無変換エリア 0～65535 0 10 P－ 250 ～ 259 ○
28 予備 40 P－ 260 ～ 299 ×

使用禁止  
   ※１：エリア設定にはＳＡＲＣの注意欄を確認すること。  
   ※２：エリア設定にはＰＣＴＱの注意欄を確認すること。  
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０．ＢＥＮＤ（ Superb lock end  code）    スーパブロックの終了  
    (ﾋﾞｰｴﾝﾄﾞ )  
      ブロックタイプ＝００ｈ  
 

スーパブロックの終了を示す。

 
 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ００ｈ   
 
注意：注意：注意：注意：スーパブロックは必ずＢＥＮＤで終了すること。  
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１．ＢＩＴＪ（ Bit  Jumper  Wir ing wi th  Superb lock Output）    ビットデータの転送  
    (ﾋﾞｯﾄｼﾞｪｲ )                                         （演算出力データブロックに出力） 
      ブロックタイプ＝０４ｈ 演算時間＝４．０μ sec 使用ＲＡＭエリア＝０  

  

E2

E1

入力

（ﾋﾞｯﾄ）

出力（ﾋﾞｯﾄ）U1

B1 B2

ＢＩＴＪｉ１

ｉ：複数個のＢＩＴＪについての

　　識別用通し番号(1,2,3,…)

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ０４ｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  入力切換  

B1=00h： E1 を選択  
B1=FFh： E2 を選択  

２  入力Ｂ２のアドレス  8Bi t  data  極性切換  
B2=00h：出力極性非反転  
B2=FFh：出力極性反転  

３  入力Ｅ１のアドレス  8Bi t  data   
４  入力Ｅ２のアドレス  8Bi t  data   
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２．ＢＩＴＷ（ Bit  Jumper  Wir ing）   ビットデータの転送（指定アドレスに出力）  
    (ﾋﾞｯﾄﾀﾞﾌﾞﾙ )  
      ブロックタイプ＝０８ｈ 演算時間＝３．４μ sec 使用ＲＡＭエリア＝０  

        

入力

（ﾋﾞｯﾄ） 出力（ﾋﾞｯﾄ）E1 U1

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ０８ｈ   
１  入力Ｅ１のアドレス  8Bi t  data   
２  出力Ｕ１のアドレス  8Bi t  data   
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３．ＪＭＰＲ（ Jumper  Wir ing）    ワードデータの転送（指定アドレスに出力）  
    (ｼﾞｬﾝﾌﾟｱｰﾙ )  
      ブロックタイプ＝０Ｃｈ 演算時間＝５．０μ sec 使用ＲＡＭエリア＝０  

  

E2

E1

入力

出力U1

B1

-1

B2
 

マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ０Ｃｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  入力切換  

B1=00h： E1 を選択  
B1=FFh： E2 を選択  

２  入力Ｂ２のアドレス  8Bi t  data  極性切換  
B2=00h：出力極性非反転  
B2=FFh：出力極性反転  

３  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
４  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000   
５  出力Ｕ１のアドレス  100%=20000   
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４．ＪＭＰＳ（ Jumper  Wir ing wi th  Superblock Output  ）   ワードデータの転送  
    (ｼﾞｬﾝﾌﾟｴｽ )                                      （演算出力データブロックに出力）  
      ブロックタイプ＝１０ｈ 演算時間＝４．９μ sec 使用ＲＡＭエリア＝０  

  

E2

E1

入力

出力
U1

B1

-1

B2

ＪＭＰＳｉ１

ｉ：複数のＪＭＰＳについての

    識別通し番号(1,2,3,…)

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  １０ｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  入力切換  

B1=00h： E1 を選択  
B1=FFh： E2 を選択  

２  入力Ｂ２のアドレス  8Bi t  data  極性切換  
B2=00h：出力極性非反転  
B2=FFh：出力極性反転  

３  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
４  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000   
 
          出力はスーパブロックの出力群の１つとしてとられる。  
          （それ以外はＪＭＰＲと同じ）  
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５．ＤＬＲＧ   ダイオード優先  
    (ﾃﾞｨｰｴﾙｱｰﾙｼﾞｰ )   
      ブロックタイプ＝１４ｈ 演算時間＝３．２μ sec 使用ＲＡＭエリア＝０  

  

E1

E2

入力
出力

U1

B1

ＤＬＲＧｉ１

ｉ：複数のＤＬＲＧについての

    識別通し番号(1,2,3,…)

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  １４ｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  出力選択  

B1=00h：最大値出力  
B1=FFh：最小値出力  

２  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
３  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000   
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６．ＡＤＤＲ (adder)   加減算  
  (ｱﾀﾞｰ )  
   ブロックタイプ＝１８ｈ 演算時間＝３．２μ sec 使用ＲＡＭエリア＝０  

E1

E2

入力 出力

ＡＤＤＲｉ１

U1

＋

B1

-1

ｉ：複数のＡＤＤＲについての

    識別通し番号(1,2,3,…)

＋

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  １８ｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  B1=00h ：加算  

B1=FFh ：減算  
２  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
３  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000   
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７．ＭＵＬＴ (mul t ip l ier )  乗算  
  (ﾏﾙﾁ )  
   ブロックタイプ＝１Ｃｈ 演算時間＝７．７μ sec 使用ＲＡＭエリア＝０  

E1

E2

入力 出力

ＭＵＬＴｉ１

U1

B1

20000
K

K

Ks

ｉ：複数のＭＵＬＴについての

    識別通し番号(1,2,3,…)

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  １Ｃｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  B1=00h ：標準  

B1=FFh ：同期  
２  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
３  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000   
４  係数Ｋのアドレス  2 2 7／ 60000×K 

 -14 .64≦K≦ 14 .64  
K：標準乗算係数 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｱｱｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  

５  係数Ｋｓのアドレス  4096×Ks 
  -1 .000≦Ks≦ 1 .000  

Ks：同期乗算係数 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.100)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----105105105105～～～～ 114114114114  

 



 

                      21 

８．ＣＭＰＡ（ Comparator）    比較器  
    (ｺﾝﾊﾟ )   
      ブロックタイプ＝２０ｈ 演算時間＝６．１μ sec 使用ＲＡＭエリア＝０  

  

E1

E2

入力

出力（ﾋﾞｯﾄ）out
out

e0
Kf

Kh
1e＋

－

KhKf

ＣＭＰＡｉ１

ｉ：複数個のＣＭＰＡについての

　　識別用通し番号(1,2,3,…)

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ２０ｈ   
１  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
２  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000   
３  Ｋｈのアドレス  0 .0%～ 163 .0% 

(100%=20000)  
Kh：ﾋｽﾃﾘｼｽｺﾝﾊﾟﾚｰﾀの ﾋｽﾃﾘｼｽ幅  
  （ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%）  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

４  Ｋｆのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

Kf：入力ｵﾌｾｯﾄ（ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%）  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----200200200200～～～～ 209209209209  
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９．ＬＡＧ１（ Time Lag）    １次遅れ  
    (ﾗｸﾞ 1)  
      ブロックタイプ＝２４ｈ 演算時間＝９．２μ sec 使用ＲＡＭエリア＝１  

Tf，Kg

E1入力 出力

ＬＡＧ１ｉ１

U1

ｉ：複数個のＬＡＧ１についての

　　識別用通し番号(1,2,3,…)

Kg
1+TfS

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ２４ｈ   
１  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
２  Ｔｆのアドレス  26840／ Tf(ms)  

1ms≦ Tf≦ 1000ms 
26840／ Tf：遅れゲイン  
Tf：遅れ時定数  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=10ms)  
ｺﾝｿｰﾙ設ｺﾝｿｰﾙ設ｺﾝｿｰﾙ設ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ定 ｴﾘｱ定 ｴﾘｱ定 ｴﾘｱ:P:P:P:P----85858585～～～～ 99999999  

３  Ｋｇのアドレス  4096×Kg 
0 .000≦Kg≦ 7 .999  

4096×Kg：比例係数  
Kg：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.000)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----115115115115～～～～ 124124124124  

 
注意：Ｔｆの値は、タイムステップの値（スーパブロック分割数×１ｍｓ）以下にしてはならない。  
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１０．ＤＢＡＮ（Dead Band）    不感域  
      (ﾃﾞｨｰﾊﾞﾝ )  
      ブロックタイプ＝２８ｈ 演算時間＝６．５μ sec 使用ＲＡＭエリア＝０  

Kb2，G2

E1入力 出力

ＤＢＡＮｉ１

U1

ｉ：複数個のＤＢＡＮについての

　　識別用通し番号(1,2,3,…)Kb1，G1

Kb1

G1Kb2

G2

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ２８ｈ   
１  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
２  Ｋｂ１のアドレス  0 .0%～ 163 .0% 

(100%=20000)  
Kb1：不感域の幅  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

３  Ｇ１のアドレス  4096×G1 
0 .000≦G1≦ 7 .999  

4096×G1：不感域を越えたところ  
       のゲイン  
G1：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.000)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----115115115115～～～～ 124124124124  

４  Ｋｂ２のアドレス  0 .0%～ 163 .0% 
(100%=20000)  

Kb2：不感域の幅（負入力側）  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

５  Ｇ２のアドレス  4096×G2 
0 .000≦G2≦ 7 .999  

4096×G2：不感域を越えたところ  
       のゲイン（負入力側） 
G1：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.000)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----115115115115～～～～ 124124124124  
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１１．ＰＩ３Ａ  (P I Amp Type3)   ＰＩアンプ（基本特性）  
      (ﾋﾟｰｱｲ 3 ｴｰ )  
        ブロックタイプ＝２Ｃｈ 演算時間＝１３．８μ sec 使用ＲＡＭエリア＝１  

Ｐ

Ｉ

Kp

Ki Li Hi

Lp Hp

E1

E2

入力 出力

ＰＩ３Ａｉ１

U1＋ ＋

＋－

ﾎｰﾙﾄﾞ 停止 積分ﾅｼ

B1 B2 B3

ｉ：複数のＰＩ３Ａ

    についての識別
    通し番号(1,2,3,…)

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ２Ｃｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  ホールド  

00h=off，  FFh=on 
２  入力Ｂ２のアドレス  8Bi t  data  停止  

00h=off，  FFh=on 
３  入力Ｂ３のアドレス  8Bi t  data  積分無し  

00h=off，  FFh=on 
４  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
５  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000   
６  Ｋｐのアドレス  256×Kp 

0 .00≦Kp≦ 127 .99  
Kp：比例ゲイン (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=5.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----45454545～～～～ 54545454  

７  Ｋｉのアドレス  256000／Ki(ms)  
10ms≦Ki≦ 10000ms 

Ki：積分時定数 [ms] (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=50ms)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----55555555～～～～ 64646464  

８  Ｈｐのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

比例出力の上限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229  

９  Ｌｐのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

比例出力の下限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  

１０  Ｈｉのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

積分出力の上限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229  

１１  Ｌｉのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

積分出力の下限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  

 
フラグ  Ｐの入力  Ｉの入力  積分器  出力  
ホールド  ＝０  ＝０   積分値のまま  
停止  ＝０  ＝０  リセット  →０  

積分なし   ＝０  リセット  Ｐの出力のみ  
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１２．ＰＩ２Ａ  (P I Amp Type2)   ＰＩアンプ（ウインドウコンパレータ付き）  
      (ﾋﾟｰｱｲ 2 ｴｰ )  
      ブロックタイプ＝３０ｈ 演算時間＝２４．４μ sec 使用ＲＡＭエリア＝１  

U1

E4

E1

ｉ：複数のＰＩ２Ａ
    についての識別
    通し番号(1,2,3,…)

入力
入力

出力
ＰＩ２Ａｉ２

ホ
ー
ル
ド

停
止

積
分
無
し

B4

Kp Lp Hp

Ki Li Hi

P

I

Kw

B3B2B1

E2

E11

E12

E21

E22

E3

K1

K2

K3

U2

Eis EN

出力
ＰＩ２Ａｉ１20000

1

20000
1

20000
1

 

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ３０ｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  ホールド  

00h=off，  FFh=on 
２  入力Ｂ２のアドレス  8Bi t  data  停止  

00h=off，  FFh=on 
３  入力Ｂ３のアドレス  8Bi t  data  積分無し  

00h=off，  FFh=on 
４  入力Ｂ４のアドレス  8Bi t  data  ｳｲﾝﾄﾞｳｽｲｯﾁ  

00h=off，  FFh=on 
５  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
６  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000   
７  入力Ｅ１１のアドレス  100%=20000   
８  入力Ｅ１２のアドレス  100%=20000   
９  入力Ｅ２１のアドレス  100%=20000   
１０  入力Ｅ２２のアドレス  100%=20000   
１１  入力Ｅ３のアドレス  100%=20000   
１２  入力Ｋ１のアドレス  2 2 7／ 60000×K1 

-14.64≦K1≦ 14 .64  
K1：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  

１３  入力Ｋ２のアドレス  2 2 7／ 60000×K2 
-14.64≦K2≦ 14 .64  

K2：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  

１４  入力Ｋ３のアドレス  2 2 7／ 60000×K3 
-14.64≦K3<≦ 14 .64  

K3：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  

１５  入力Ｋｗのアドレス  0 .0%～ 163 .0% 
(100%=20000)  
0 点に対して振り分
けである。  
 

ｳｲﾝﾄﾞｳｺﾝﾊﾟﾚｰﾀの窓幅。  
EN が窓の外にあって、 B4=FFh のと
き積分無しになる。  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199     
 

次ページへ続く  
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１６  Ｋｐのアドレス  256×Kp 
0 .00≦Kp≦ 127 .99  

Kp：比例ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=5.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----45454545～～～～ 54545454  

１７  Ｋｉのアドレス  256000／Ki(ms)  
10ms≦Ki≦ 10000ms 

Ki：積分時定数 [ms] (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=50ms)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----55555555～～～～ 64646464  

１８  Ｈｐのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

比例出力の上限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229  

１９  Ｌｐのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

比例出力の下限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  

２０  Ｈｉのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

積分出力の上限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229  

２１  Ｌｉのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

積分出力の下限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  

２２  入力Ｅ４のアドレス  100%=20000   
 

フラグ  Ｐの入力  Ｉの入力  積分器  出力  
ホールド  ＝０  ＝０   積分値のまま  
停止  ＝０  ＝０  リセット  →０  

積分なし   ＝０  リセット  Ｐの出力のみ  
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１３．ＰＩ１Ａ  (P I Amp Type1)   ＰＩアンプ（優先回路付き）  
      (ﾋﾟｰｱｲ 1 ｴｰ )  
        ブロックタイプ＝３４ｈ 演算時間＝３７．４μ sec 使用ＲＡＭエリア＝２  

U1

E8

E7

E1

ｉ：複数のＰＩ１Ａ
    についての識別
    通し番号(1,2,3,…)

入力

出力

入力

入力

ＰＩ１Ａｉ２ ＰＩ１Ａｉ３

ホ
ー
ル
ド

停
止

積
分
無
し

B4

Kp Lp Hp

Ki Li Hi

P

I

Kw

B3B2B5 B1

E2

E11

E12

E21

E22

E3

20000
1

K1

K2

K3

U3U2

Eis2

Eis1
EN1

EN2

EN

ビット出力

出力
ＰＩ１Ａｉ１

E4

E5

E41

E42

E51

E52

E6

K4

K5

K6

Kh

CP

CP
20000

1

20000
1

20000
1

20000
1

20000
1

ＰＩ１Ａｉ４  
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ３４ｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  ホールド  

00h=off，  FFh=on 
２  入力Ｂ２のアドレス  8Bi t  data  停止  

00h=off，  FFh=on 
３  入力Ｂ３のアドレス  8Bi t  data  積分無し  

00h=off，  FFh=on 
４  入力Ｂ４のアドレス  8Bi t  data  ｳｲﾝﾄﾞｳｽｲｯﾁ  

00h=off，  FFh=on 
５  入力Ｂ５のアドレス  8Bi t  data  CP 極性反転  

00h=off，  FFh=on 
６  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
７  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000   
８  入力Ｅ１１のアドレス  100%=20000   
９  入力Ｅ１２のアドレス  100%=20000   
１０  入力Ｅ２１のアドレス  100%=20000   
１１  入力Ｅ２２のアドレス  100%=20000   
１２  入力Ｅ３のアドレス  100%=20000   
１３  入力Ｋ１のアドレス  2 2 7／ 60000×K1 

-14.64≦K1≦ 14 .64  
K1：ゲイン (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  
 

次ページへ続く  
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１４  入力Ｋ２のアドレス  2 2 7／ 60000×K2 
-14.64≦K2≦ 14 .64  

K2：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  

１５  入力Ｋ３のアドレス  2 2 7／ 60000×K3 
-14.64≦K3≦ 14 .64  

K3：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  

１６  入力Ｅ４のアドレス  100%=20000   
１７  入力Ｅ５のアドレス  100%=20000   
１８  入力Ｅ４１のアドレス  100%=20000   
１９  入力Ｅ４２のアドレス  100%=20000   
２０  入力Ｅ５１のアドレス  100%=20000   
２１  入力Ｅ５２のアドレス  100%=20000   
２２  入力Ｅ６のアドレス  100%=20000   
２３  入力Ｋ４のアドレス  2 2 7／ 60000×K4 

-14.64≦K4≦ 14 .64  
K4：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  

２４  入力Ｋ５のアドレス  2 2 7／ 60000×K5 
-14.64≦K5≦ 14 .64  

K5：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  

２５  入力Ｋ６のアドレス  2 2 7／ 60000×K6 
-14.64≦K6≦ 14 .64  

K6：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  

２６  入力Ｋｈのアドレス  0 .0%～ 163 .0% 
(100%=20000)  
0 点に対して振り分
けである。  

ﾋｽﾃﾘｼｽｺﾝﾊﾟﾚｰﾀの ﾋｽﾃﾘｼｽ幅  
B5＝ 0 及び EN1>EN2 のとき、入力
E1～ E3 ｸﾞﾙｰﾌﾟが選択され、出力 CP=0
となる。 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

２７  入力Ｋｗのアドレス  0 .0%～ 163 .0% 
(100%=20000)  
0 点に対して振り分
けである。  

ｳｲﾝﾄﾞｳｺﾝﾊﾟﾚｰﾀの窓幅。  
EN が窓の外にあって、 B4=FFh のと
き積分無しになる。  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

２８  Ｋｐのアドレス  256×Kp 
0 .00≦Kp≦ 127 .99  

Kp：比例ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=5.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----45454545～～～～ 54545454  

２９  Ｋｉのアドレス  256000／Ki(ms)  
10ms≦Ki≦ 10000ms 

Ki：積分時定数 [ms]  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=50ms)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----55555555～～～～ 64646464  

３０  Ｈｐのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

比例出力の上限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229  

３１  Ｌｐのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

比例出力の下限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  

３２  Ｈｉのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

積分出力の上限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%)]  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229  

３３  Ｌｉのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

積分出力の下限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  

３４  入力Ｅ７のアドレス  100%=20000   
３５  入力Ｅ８のアドレス  100%=20000   
 

フラグ  Ｐの入力  Ｉの入力  積分器  出力  
ホールド  ＝０  ＝０   積分値のまま  
停止  ＝０  ＝０  リセット  →０  

積分なし   ＝０  リセット  Ｐの出力のみ  
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１４．ＰＩ４Ａ  (P I Amp Type4)   ＰＩアンプ（優先回路、ゲイン切り替え付き）  
      (ﾋﾟｰｱｲ 4 ｴｰ )  
        ブロックタイプ＝３８ｈ 演算時間＝３９．３μ sec 使用ＲＡＭエリア＝２  

U1

E8

E7

E1

ｉ：複数のＰＩ４Ａ
    についての識別
    通し番号(1,2,3,…)

入力

出力

入力

入力

ＰＩ４Ａｉ２ ＰＩ４Ａｉ３

ホ
ー
ル
ド

停
止

積
分
無
し

B4

Kp1 Lp Hp

Ki1 Li Hi

P

I

Kw

B3B2B5 B1

E2

E11

E12

E21

E22

E3

20000
1

K1

K2

K3

U3U2

Eis2

Eis1
EN1

EN2

EN

ビット
 出力

出力
ＰＩ４Ａｉ１

E4

E5

E41

E42

E51

E52

E6

K4

K5

K6

Kh

CP

CP
20000

1

20000
1

20000
1

20000
1

20000
1

Ki2

Kp2

ＰＩ４Ａｉ４  
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ３８ｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  ホールド  

00h=off，  FFh=on 
２  入力Ｂ２のアドレス  8Bi t  data  停止  

00h=off，  FFh=on 
３  入力Ｂ３のアドレス  8Bi t  data  積分無し  

00h=off，  FFh=on 
４  入力Ｂ４のアドレス  8Bi t  data  ｳｲﾝﾄﾞｳｽｲｯﾁ  

00h=off，  FFh=on 
５  入力Ｂ５のアドレス  8Bi t  data  CP 極性反転  

00h=off，  FFh=on 
６  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
７  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000   
８  入力Ｅ１１のアドレス  100%=20000   
９  入力Ｅ１２のアドレス  100%=20000   
１０  入力Ｅ２１のアドレス  100%=20000   
１１  入力Ｅ２２のアドレス  100%=20000   
１２  入力Ｅ３のアドレス  100%=20000   
１３  入力Ｋ１のアドレス  2 2 7／ 60000×K1 

-14.64≦K1≦ 14 .64  
K1：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  
 

次ページへ続く  
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１４  入力Ｋ２のアドレス  2 2 7／ 60000×K2 
-14.64≦K2≦ 14 .64  

K2：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  

１５  入力Ｋ３のアドレス  2 2 7／ 60000×K3 
-14.64≦K3≦ 14 .64  

K3：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  

１６  入力Ｅ４のアドレス  100%=20000   
１７  入力Ｅ５のアドレス  100%=20000   
１８  入力Ｅ４１のアドレス  100%=20000   
１９  入力Ｅ４２のアドレス  100%=20000   
２０  入力Ｅ５１のアドレス  100%=20000   
２１  入力Ｅ５２のアドレス  100%=20000   
２２  入力Ｅ６のアドレス  100%=20000   
２３  入力Ｋ４のアドレス  2 2 7／ 60000×K4 

-14.64≦K4≦ 14 .64  
K4：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  

２４  入力Ｋ５のアドレス  2 2 7／ 60000×K5 
-14.64≦K5≦ 14 .64  

K5：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ::::PPPP----0000～～～～ 24242424  

２５  入力Ｋ６のアドレス  2 2 7／ 60000×K6 
-14.64≦K6≦ 14 .64  

K6：ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----0000～～～～ 24242424  

２６  入力Ｋｈのアドレス  0 .0%～ 163 .0% 
(100%=20000)  
0 点に対して振り分け
である。  

ﾋｽﾃﾘｼｽｺﾝﾊﾟﾚｰﾀの ﾋｽﾃﾘｼｽ幅  
B5＝ 0 及び EN1>EN2 のとき、入力
E1～ E3 ｸﾞﾙｰﾌﾟが選択され、出力 CP=0
となる。（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%）  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

２７  入力Ｋｗのアドレス  0 .0%～ 163 .0% 
(100%=20000)  
0 点に対して振り分け
である。  

ｳｲﾝﾄﾞｳｺﾝﾊﾟﾚｰﾀの窓幅。  
EN が窓の外にあって、 B4=FFh のと
き積分無しになる。 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

２８  Ｋｐ１のアドレス  256×Kp1 
0 .00≦Kp1≦ 127.99  

Kp1：比例ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=5.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----45454545～～～～ 54545454  

２９  Ｋｐ２のアドレス  256×Kp2 
0 .00≦Kp2≦ 127.99  

Kp2：比例ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=5.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----45454545～～～～ 54545454  

３０  Ｋｉ１のアドレス  256000／Ki1(ms)  
10ms≦Ki1≦ 10000ms 

Ki1：積分時定数 [ms]  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=50ms)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----55555555～～～～ 64646464  

３１  Ｋｉ２のアドレス  256000／Ki2(ms)  
10ms≦Ki2≦ 10000ms 

Ki2：積分時定数 [ms]  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=50ms)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----55555555～～～～ 64646464  

３２  Ｈｐのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

比例出力の上限値  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229  

３３  Ｌｐのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

比例出力の下限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  

３４  Ｈｉのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

積分出力の上限値  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229  

３５  Ｌｉのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

積分出力の下限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  

３６  入力Ｅ７のアドレス  100%=20000   
３７  入力Ｅ８のアドレス  100%=20000   
 

フラグ  Ｐの入力  Ｉの入力  積分器  出力  
ホールド  ＝０  ＝０   積分値のまま  
停止  ＝０  ＝０  リセット  →０  

積分なし   ＝０  リセット  Ｐの出力のみ  
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１５．ＦＦＷＤ (Feed  Forward)  ﾌｨｰﾄﾞﾌｫﾜｰﾄﾞ（現代制御） 
   (ﾌｨｰﾄﾞﾌｫﾜｰﾄﾞ) 
    ブロックタイプ＝３Ｃｈ 演算時間＝１２．３μ sec 使用ＲＡＭエリア＝１  

Tf Jn Dn

Ld Hd

E1

1
2048

E2入力

出力

ＦＦＷＤｉ１

U1

E2切替 停止

B2 B1

1+Tfs

1
Jns+Dn

2048

ｉ：複数のＦＦＷＤ
    についての識別
    通し番号(1,2,3,…)

Zn

WREF

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ３Ｃｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  停止  

00h=off， FFh=on 
２  入力Ｂ２のアドレス  8Bi t  data  Ｅ２切替  

B2=00h： E2=2048 
B2=FFh： E2 外部接続  

３  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000  WREF 
４  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000  Zn  
５  Ｊｎのアドレス  1024×Jn  

0 .000≦ Jn≦ 31 .999  
イナーシャ設定値（注１）  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.000)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----25252525～～～～ 34343434  

６  Ｄｎのアドレス  32768×Dn  
0 .000≦Dn≦ 0 .999  

ダンピング設定値（注２）   
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.000)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----35353535～～～～ 44444444  

７  Ｔｆのアドレス  26840／ Tf(ms)  
1ms≦ Tf≦ 1000ms 

Tf：フィルタ時定数 [ms] (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=10ms)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----85858585～～～～ 99999999  

８  Ｈｄのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

FFWD 出力の上限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229  

９  Ｌｄのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

FFWD 出力の下限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100 .0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  

 
注１：イナーシャ設定値 Jn：  
            Jn=モータ軸換算のイナーシャ [Kgm2 ]＊  
注２：ダンピング設定値 Dn：  
            Dn=モータ軸換算のダンピング [Nm・ sec/ rad]＊  
注３：Ｊｎ／Ｔｆが１以下では微分器が出力されない。  
注４：Ｔｆの値は、タイムステップの値（スーパブロック分割数×１ｍｓ）以下にしてはならない。  
 

定格速度 [ rad /sec]  

定格トルク [Nm]  
定格速度 [ rad /sec]  

定格トルク [Nm]  
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１６．ＭＣＡＮ (Motor  Cancel la t ion)  ﾓｰﾀｰ側 ｷｬﾝｾﾚｰｼｮﾝ（現代制御） 
   (ｴﾑｷｬﾝ) 
    ブロックタイプ＝４０ｈ 演算時間＝２４．１μ sec 使用ＲＡＭエリア＝３  

Tf

Jn Dn

Lmc Hmc

1
2048

E6

E1

入力

出力１

MCANi1

U1

B1

停止

B2

Jns+Dn
E2

E3

1+Tfs
1

入力

TREF

FFWD1

FFWD2

Zn

OMEGM

Dw

E4

E5

MCANi2U2

出力２

2048

ｉ：複数のMCAN
    についての識別
    通し番号(1,2,3,…)

E6切替

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ４０ｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  停止：  

00h=off， FFh=on 
２  入力Ｂ２のアドレス  8Bi t  data  Ｅ６切替  

B2=00h： E6=2048 
B2=FFh： E6 外部接続  

３  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000  Tre f:トルク指令  
４  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000  FFWD1:ﾌｨｰﾄﾞﾌｫﾜｰﾄﾞ入力１  
５  入力Ｅ３のアドレス  100%=20000  FFWD2:ﾌｨｰﾄﾞﾌｫﾜｰﾄﾞ入力２  
６  入力Ｅ４のアドレス  100%=20000  OMEGM:ﾓｰﾀｰ角速度  
７  入力Ｅ５のアドレス  100%=20000  Dw 
８  入力Ｅ６のアドレス  100%=20000  Zn=1/Kt  
９  Ｊｎのアドレス  1024×Jn  

0 .000≦ Jn≦ 31 .999  
イナーシャ設定値（注１）  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.000)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----25252525～～～～ 34343434  

１０  Ｄｎのアドレス  32768×Dn  
0 .000≦Dn≦ 0 .999  

ダンピング設定値（注２）  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.000)  
ｺﾝｿｰｺﾝｿｰｺﾝｿｰｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱﾙ設定ｴﾘｱﾙ設定ｴﾘｱﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----35353535～～～～ 44444444  

１１  Ｔｆのアドレス  26840／ Tf(ms)  
1ms≦ Tf≦ 1000ms 

フィルタ時定数 [ms] (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=10ms)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----85858585～～～～ 99999999  

１２  Ｈｍｃのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

MCAN 出力の上限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229  

１３  Ｌｍｃのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

MCAN 出力の下限値：(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100 .0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  

次ページへ続く  
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前ページより  
 
注１：イナーシャ設定値 Jn：  
            Jn=モータ軸換算のイナーシャ [Kgm2 ]＊  
 
注２：ダンピング設定値 Dn：  
            Dn=モータ軸換算のダンピング [Nm・ sec/ rad]＊  
 
 
注３：Ｊｎ／Ｔｆが１以下では微分器が出力されない。  
注４：Ｔｆの値は、タイムステップの値（スーパブロック分割数×１ｍｓ）以下にしてはならない。  
 

定格速度 [ rad /sec]  

定格トルク [Nm]  

定格速度 [ rad /sec]  

定格トルク [Nm]  
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１７．ＦＣＡＮ (F lexib le  Cancel la t ion)  ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ側 ｷｬﾝｾﾚｰｼｮﾝ（現代制御） 
   (ｴﾌｷｬﾝ) 
    ブロックタイプ＝４４ｈ 演算時間＝２６．５μ sec 使用ＲＡＭエリア＝３  

Tf

Jl Dl

Lfc Hfc

E1
入力１

出力１

FCANi1

U1
停止

B1

Jls+Dl

1+Tfs
1

入力２

OMEGL

E2
Kc+Dvs

s

s

OMEGM

Kc+Dvs

Dv/Kc Dv

ｉ：複数のＦＣＡＮ
    についての識別
    通し番号(1,2,3,…)

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ４４ｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  停止：  

00h=off， FFh=on 
２  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000  OMEGM:ﾓｰﾀｰ角速度  
３  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000  OMEGL:負荷角速度  
４  Ｄｖのアドレス  4096／Dv 

0 .13≦Dv≦ 300 .00  
捩り軸のﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ設定値（注１）  
 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----125125125125～～～～ 129129129129  

５  Ｄｖ／Ｋｃのアドレス  26840／ (Dv／Kc) 
1ms≦ (Dv/Kc)≦ 1000ms 

捩り軸の遅れ時定数 [ms]（注２）  
 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=10ms)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----85858585～～～～ 99999999  

６  Ｊｌのアドレス  1024×Jl  
0 .000≦ J l≦ 31.999  

負荷のイナーシャ設定値（注３）  
 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.000)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----25252525～～～～ 34343434  

７  Ｄｌのアドレス  32768×Dl  
0 .000≦Dl≦ 0 .999  

負荷のダンピング設定値（注４）   
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.000)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----35353535～～～～ 44444444  

８  Ｔｆのアドレス  26840／ Tf(ms)  
1ms≦ Tf≦ 1000ms 

フィルタ時定数 [ms]  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=10ms)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----85858585～～～～ 99999999  

９  Ｈｆｃのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

FCAN 出力の上限値 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229  

１０  Ｌｆｃのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

FCAN 出力の下限値  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  

次ページへ続く  
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前ページより  
 
注１：捩り軸のダンピング設定値 Dv：  
            Dv=捩り軸のダンピング [Nm・ sec/ rad]＊  
 
注２：捩り軸のバネ定数設定値 Kc：  
            Kc=捩り軸のバネ定数 [Nm/rad]＊  
 
注３：負荷のイナーシャ設定値 J l：  
            J l=負荷のイナーシャ [Kgm2 ]＊  
 
注４：負荷のダンピング設定値 Dl：  
            Dl=負荷のダンピング [Nm・ sec/ rad]＊  
 
 
注５：Ｊｌ／Ｔｆが１以下では微分器が出力されない。  
注６：Ｔｆの値は、タイムステップの値（スーパブロック分割数×１ｍｓ）以下にしてはならない。  
 

定格速度 [ rad /sec]  

定格トルク [Nm]  

定格速度 [ rad /sec]  

定格トルク [Nm]  

定格速度 [ rad /sec]  

定格トルク [Nm]  

定格速度 [ rad /sec]  

定格トルク [Nm]  
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１８．ＥＡＲＣ（ Easy ARC）    簡易ＡＲＣ  
      (ｲｰｴｰｱｰﾙｼｰ )  
        ブロックタイプ＝４８ｈ 演算時間＝７．４μ sec 使用ＲＡＭエリア＝１  

T

E1入力 出力

ＥＡＲＣｉ１

U1

ｉ：複数個のＥＡＲＣについての

　　識別用通し番号(1,2,3,…)

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ４８ｈ   
１  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
２  Ｔのアドレス  256／ T(s)  

0 .010s≦ T≦ 10.000s  
256／ T：出力変化率  
T：加減速時間 (s )  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=10.000s)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----65656565～～～～ 74747474  

 

20000  

加減速時間［ sec］  

出力  
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１９．ＳＡＲＣ（ S ARC）    Ｓ字ＡＲＣ  
      (ｴｽｴｰｱｰﾙｼｰ )  
        ブロックタイプ＝４Ｃｈ 演算時間＝２５．０μ sec 使用ＲＡＭエリア＝２  
 

B2

E1入力
出力１（ＳＡＲＣ出力）
ＳＡＲＣｉ１

U1

ｉ：複数個のＳＡＲＣについての

　　識別用通し番号(1,2,3,…)

出力２（加減速度）
ＳＡＲＣｉ２

U2

B1

ﾎｰﾙﾄﾞ 停止

Acc,Sas,Sae
Dec,Sds,Sde

 
 
 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ４Ｃｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  ホールド  

B1=FFh： E1=U0（前回出力ﾃﾞｰﾀ）  
 

２  入力Ｂ２のアドレス  8Bi t  data  停止  
B2=FFh： E1=0 
 

３  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
４  Ａｃｃのアドレス  4096／Acc 

0 .14s≦Acc≦ 6.00s  
4096／Acc：出力変化率  
Acc：加速時間 (s )  
 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=6.00s)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----130130130130～～～～ 132132132132（注）（注）（注）（注）     
 

５  Ｄｅｃのアドレス  4096／Dec 
0 .14s≦Dec≦ 6.00s 

4096／Dec：出力変化率  
Dec：減速時間 (s )   
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=6.00s)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----133133133133～～～～ 135135135135（注）（注）（注）（注）     
 

６  Ｓａｓのアドレス  128／ (Acc×Sas)  
0 .10s≦ Sas≦ 2 .00s  

128／ (Acc×Sas)：加速立ち上が  
         り変化率  
Sas：加速立ち上がり時間 (s )  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=2.00s)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----140140140140～～～～ 142142142142（注）（注）（注）（注）     
 

７  Ｓａｅのアドレス  128／ (Acc×Sae)  
0 .10s≦ Sae≦ 2 .00s  

128／ (Acc×Sae)：加速整定変化率  
Sae：加速整定時間 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=2.00s)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----150150150150～～～～ 152152152152（注）（注）（注）（注）     
 

 

次ページへ続く  
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８  Ｓｄｓのアドレス  128／ (Dec×Sds)  

0 .10s≦ Sds≦ 2 .00s  
128／ (Dec×Sds)：減速立ち上が  
         り変化率  
Sds：減速立ち上がり時間 (s )  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=2.00s)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----143143143143～～～～ 145145145145（注）（注）（注）（注）     
 

９  Ｓｄｅのアドレス  128／ (Dec×Sde)  
0 .10s≦ Sde≦ 2 .00s  

128／ (Dec×Sde)：減速整定変化率  
Sde：減速整定時間 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=2.00s)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----153153153153～～～～ 155155155155（注）（注）（注）（注）     
 

    
 
 
 
 
 
 

 
 
注意：コンソール設定エリアは以下の様に決定すること。 

 ＳＡＲＣ１ ＳＡＲＣ２ ＳＡＲＣ３ 

Ａｃｃ Ｐ－１３０ Ｐ－１３１ Ｐ－１３２ 
Ｓａｓ Ｐ－１４０ Ｐ－１４１ Ｐ－１４２ 
Ｓａｅ Ｐ－１５０ Ｐ－１５１ Ｐ－１５２ 
Ｄｅｃ Ｐ－１３３ Ｐ－１３４ Ｐ－１３５ 
Ｓｄｓ Ｐ－１４３ Ｐ－１４４ Ｐ－１４５ 
Ｓｄｅ Ｐ－１５３ Ｐ－１５４ Ｐ－１５５ 

 

Sae 

Sde 

Sds  

Sas  

Acc Dec 

20000  
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２０．ＰＣＴＱ（ Torque Constan ts  under  Power  Constan t  Cont ro l）   トルク発生係数の逆数  
      (ﾋﾟｰｼｰﾃｨｰｷｭｰ )   
        ブロックタイプ＝５０ｈ 演算時間＝１１．６μ sec 使用ＲＡＭエリア＝１  

  

Znt

E1
入力

(ωｍ) 出力
U1

ｎ：１～７の整数
（ｎ＝０の場合は出力一定）

運転速度ωｍ ω max
(20000)

ωＲ

ﾊﾟﾜｺﾝ速度比 1:n

ＰＣＴＱｉ１

ｉ：複数のＰＣＴＱ
    についての識別
    通し番号(1,2,3,…)

PCTQ = Znt×ωｍ／ωＲ
      = Znt×ωｍ×n×(1/20000)

ト
ル
ク

1+TfS
1

ｎ Tf
ωＲ=20000／ｎ

 
 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ５０ｈ   
１  入力ｎのアドレス  n： 1～ 7 の整数  

  もしくは 0  
パワコン速度比  
（ n=0 の場合は出力一定）  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----136136136136～～～～ 139139139139（注）（注）（注）（注）  

２  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
３  入力ωＲのアドレス  

（手入力不可）  
20000／ n  手入力不可  

ｎを入力すれば、自動で計算  
される。  

ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----146146146146～～～～ 149(149(149(149(注注注注 ))))  
４  入力Ｚｎｔのアドレス  2048×Znt  

0 .001≦ Znt≦ 15.999  
トルク発生係数の逆数  
Zn t=1/Ktn(ﾄﾙｺﾝ時の値 )  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.000)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----156156156156～～～～ 159159159159  

５  Ｔｆ  26840／ Tf(ms)  
1ms≦ Tf≦ 1000ms 

遅れゲイン  
Tf： PCTQ の一次遅れ ﾌｨﾙﾀ時定数
[ms]  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=10ms)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----85858585～～～～ 99999999  

 
注意：コンソール設定エリアは以下の様に決定すること。 

 ＰＣＴＱ１ ＰＣＴＱ２ ＰＣＴＱ３ ＰＣＴＱ４ 

ｎ  Ｐ－１３６ Ｐ－１３７ Ｐ－１３８ Ｐ－１３９ 
ωＲ Ｐ－１４６ Ｐ－１４７ Ｐ－１４８ Ｐ－１４９ 

 
注意：Ｔｆの値は、タイムステップの値（スーパブロック分割数×１ｍｓ）以下にしてはならない。
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２１．ＭＲＨＦ (MRH Funct ion)  ＭＲＨ関数 
   (ｴﾑｱｰﾙｴｲﾁｴﾌ) 
    ブロックタイプ＝５４ｈ 演算時間＝９．９μ sec 使用ＲＡＭエリア＝１  

U0 MACC MDEC Lm Hm

DOWNACT

出力

ＭＲＨＦｉ１

U1

UP

B1 B2 B3

ｉ：複数のＭＲＨＦ
    についての識別
    通し番号(1,2,3,…)

 
 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ５４ｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  加減速有効スイッチ (Act ive)：  

00h  =off   FFh=on 
２  入力Ｂ２のアドレス  8Bi t  data  加速スイッチ (Up)：  

00h  =off   FFh=on 
３  入力Ｂ３のアドレス  8Bi t  data  減速スイッチ (Down)：  

00h  =off   FFh=on 
４  Ｕ０のアドレス  -163 .0%～ 163.0% 

(100%=20000)  
初期値  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----200200200200～～～～ 209209209209  

５  ＭＡＣＣのアドレス  2560／MACC 
0 .10s≦MACC≦ 100.00s  

加速時間 [ s]   (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=10.00s)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----75757575～～～～ 84848484  

６  ＭＤＥＣのアドレス  2560／MDEC 
0 .10s≦MDEC≦ 100 .00s  

減速時間 [ s]   (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=10.00s)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----75757575～～～～ 84848484  

７  Ｈｍのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

MRHF 出力の上限値：  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229  

８  Ｌｍのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

MRHF 出力の下限値：  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  
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２２．ＤＳＥＬ（Data Selector）   データセレクタ  
    (ﾃﾞｨｰｾﾙ )   
      ブロックタイプ＝５８ｈ 演算時間＝６．７μ sec 使用ＲＡＭエリア＝０  

        

U1

E1

ｉ：複数のＤＳＥＬ
    についての識別
    通し番号(1,2,3,…)

入力

E2

E3

E4

E8

E7

出力
ＤＳＥＬｉ１

E6

E5

ＳＥＬ

ＳＥＬ：１～８の整数  
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ５８ｈ   
１  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
２  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000   
３  入力Ｅ３のアドレス  100%=20000   
４  入力Ｅ４のアドレス  100%=20000   
５  入力Ｅ５のアドレス  100%=20000   
６  入力Ｅ６のアドレス  100%=20000   
７  入力Ｅ７のアドレス  100%=20000   
８  入力Ｅ８のアドレス  100%=20000   
９  入力ＳＥＬのアドレス  ＳＥＬ：１～８の整数  選択されるデータ番号  

ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----100100100100～～～～ 104104104104  
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２３．ＤＲＰＣ (Dropping Cont rol )  垂下制御 
   (ﾄﾞﾛｯﾌﾟｼｰ) 
    ブロックタイプ＝５Ｃｈ 演算時間＝１４．１μ sec 使用ＲＡＭエリア＝１  

Tf Ka

E1

E2

入力 出力

ＤＲＰＣｉ１

U1

入力切替

B1

1+Tfs
１

＋

20000
Ka

B2

絶対／相対

ｉ：複数のＤＲＰＣ
    についての識別
    通し番号(1,2,3,…)

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ５Ｃｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  フィルタ切替スイッチ：  

00h=off， FFh=on 
２  入力Ｂ２のアドレス  8Bi t  data  絶対／相対垂下切替スイッチ：  

B2=00h：絶対垂下  
B2=FFh：相対垂下  

３  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000  速度指令  
４  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000  トルク・フィートバック  
５  Ｋａのアドレス  32768×Ka 

0 .000≦Ka≦ 0.999  
垂下量：  
 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.000)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----33335555～～～～ 44444444  

６  Ｔｆのアドレス  26840／ Tf(ms)  
1ms≦ Tf≦ 1000ms 

フィルタ時定数 [ms]：  
 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=10ms)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----85858585～～～～ 99999999  

 
注意：Ｔｆの値は、タイムステップの値（スーパブロック分割数×１ｍｓ）以下にしてはならない。  
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２４．ＤＬＧ３   ダイオード優先（３入力）  
    (ﾃﾞｨｰｴﾙｼﾞｰ 3)  
      ブロックタイプ＝６０ｈ 演算時間＝５．１μ sec 使用ＲＡＭエリア＝０  

E1

E2

E3

入力

出力U1

B1

ＤＬＧ３ｉ１

ｉ：複数のＤＬＧ３についての

    識別通し番号(1,2,3,…)

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ６０ｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  出力選択  

B1=00h：最大値出力  
B1=FFh：最小値出力  

２  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
３  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000   
４  入力Ｅ３のアドレス  100%=20000   
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２５．ＨＹＳＣ (Hysteres is  Cont rol )  ヒステリシス非線形制御 
   (ﾋｽｼｰ) 
    ブロックタイプ＝６４ｈ 演算時間＝１１．０μ sec 使用ＲＡＭエリア＝１  

Dz

Ku Kr Lu Hu

E1入力 出力

ＨＹＳＣｉ１

U1

停止 ﾎｰﾙﾄﾞ

B2 B1

Ku
Kr

Dz

ｉ：複数のＨＹＳＣ
    についての識別
    通し番号(1,2,3,…)

 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス  
    (32b i t )  

データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ６４ｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  ﾎｰﾙﾄﾞ：  

00h=off， FFh=on 
２  入力Ｂ２のアドレス  8Bi t  data  停止：  

00h=off， FFh=on 
３  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
４  Ｋｕのアドレス  4096×Ku 

  0 .000≦Ku≦ 7.999  
ﾋｽﾃﾘｼｽ上昇ゲイン  
 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.000)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----115115115115～～～～ 124124124124  

５  Ｋ r のアドレス  256×Kr 
  0 .00≦Kr≦ 127.99  

ﾋｽﾃﾘｼｽ下降ゲイン  
 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=5.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----45454545～～～～ 54545454  

６  Ｄｚのアドレス  20000×Dz 
 0 .0%≦Dz≦ 100 .0% 

ディッド･ゾーン  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----160160160160～～～～ 169169169169  

７  Ｈｕのアドレス  -163 .0%≦Hu≦ 163 .0% 
(100%=20000)  

HYSC の出力上限値：  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229  

８  Ｌｕのアドレス  -163 .0%≦ Lu≦ 163.0% 
(100%=20000)  

HYSC の出力下限値：  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  
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２６．ＰＩＤＡ (PID Amp )  ＰＩＤアンプ 
   (ﾋﾟｰｱｲﾃﾞｨｰｴｰ) 
    ブロックタイプ＝６８ｈ 演算時間＝２７．２μ sec 使用ＲＡＭエリア＝２  

Ｐ

Ｉ

Ld

E1

E3

入力１ 出力

ＰＩＤＡｉ１

U1

＋

＋

－

ﾎｰﾙﾄﾞ 停止 積分ﾅｼ

B1 B2 B3

D

＋

E2

HdTdKd

Li Hi Lp Hp

B4

Kp Ki

入力２

入力３

ｉ：複数のＰＩＤＡ
    についての識別
    通し番号(1,2,3,…)

＋

＋

 
 
 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス  
   (32b i t )  

データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ６８ｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  ﾎｰﾙﾄﾞ：  

00h=off， FFh=on 
２  入力Ｂ 2 のアドレス  8Bi t  data  停止：  

00h=off， FFh=on 
３  入力Ｂ 3 のアドレス  8Bi t  data  積分なし：  

00h=off， FFh=on 
４  入力Ｂ 4 のアドレス  8Bi t  data  B4=00h：内部接続  

B4=FFh：入力Ｅ３接続  
５  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
６  入力Ｅ２のアドレス  100%=20000   
７  入力Ｅ３のアドレス  100%=20000   
８  Ｋｐのアドレス  256×Kp 

0 .00≦Kp≦ 127 .99  
比例ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=5.00)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----45454545～～～～ 54545454  

９  Ｋｉのアドレス  256000／Ki(ms)  
10ms≦Ki≦ 10000ms 

積分時定数 [ms]  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=50ms)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----55555555～～～～ 64646464  

１０  Ｋｄのアドレス  4096×Kd 
0 .000≦Kd≦ 7 .999  

微分ゲイン  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.000)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----115115115115～～～～ 124124124124  

１１  Ｔｄのアドレス  26840／ Td(ms)  
1ms≦ Td≦ 1000ms 

微分時定数 [ms]  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=10ms)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----85858585～～～～ 99999999  

１２  Ｈｐのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229     
 

 次ページへ続く  
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１３  Ｌｐのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 

(100%=20000)  
(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  

１４  Ｈｉのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 229229229229  

１５  Ｌｉのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  

１６  Ｈｄのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----210210210210～～～～ 222229292929  

１７  Ｌｄのアドレス  -163 .0%～ 163.0% 
(100%=20000)  

(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=-100.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----230230230230～～～～ 249249249249  

 
注１：Ｋｄ／Ｔｄが１以下では微分器が出力されない。  
注２：Ｔｄの値は、タイムステップの値（スーパブロック分割数×１ｍｓ）以下にしてはならない。  



 

                      47 

２７．ＦＵＮＣ (Funct ion Generator )  関数発生器 
   (ﾌｧﾝｸ) 
    ブロックタイプ＝６Ｃｈ 演算時間＝１０．９μ sec 使用ＲＡＭエリア＝０  

Kx

ABS
E1

入力１
出力１

U1

停止

B1

Y0 Y7Y6Y5Y4Y3Y2Y1 Y8

1 2 3 4 5 6 7 80
ＦＵＮＣｉ１

Xin
512 4096 ｉ：複数のＦＵＮＣ

    についての識別
    通し番号(1,2,3,…)

マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ６Ｃｈ   
１  入力Ｂ１のアドレス  8Bi t  data  停止：  

00h=off， FFh=on 
２  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
３  Ｙ０のアドレス  0 .0%≦Y0≦ 163 .0% 

(100%=20000)  
Ｙ０の設定値  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

４  Ｙ１のアドレス  0 .0%≦Y1≦ 163 .0% 
(100%=20000)  

Ｙ１の設定値  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

５  Ｙ２のアドレス  0 .0%≦Y2≦ 163 .0% 
(100%=20000)  

Ｙ２の設定値  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

６  Ｙ３のアドレス  0 .0%≦Y3≦ 163 .0% 
(100%=20000)  

Ｙ３の設定値  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

７  Ｙ４のアドレス  0 .0%≦Y4≦ 163 .0% 
(100%=20000)  

Ｙ４の設定値  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

８  Ｙ５のアドレス  0 .0%≦Y5≦ 163 .0% 
(100%=20000)  

Ｙ５の設定値  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

９  Ｙ６のアドレス  0 .0%≦Y6≦ 163 .0% 
(100%=20000)  

Ｙ６の設定値  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

１０  Ｙ７のアドレス  0 .0%≦Y7≦ 163 .0% 
(100%=20000)  

Ｙ７の設定値  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

１１  Ｙ８のアドレス  0 .0%≦Y8≦ 163 .0% 
(100%=20000)  

Ｙ８の設定値  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0.0%) 
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----170170170170～～～～ 199199199199  

１２  Ｋｘのアドレス  Kx×4096  
0 .000≦Kx≦ 7 .999  

入力変換係数  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1.000)  
ｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱｺﾝｿｰﾙ設定ｴﾘｱ:P:P:P:P----115115115115～～～～ 124124124124  
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２８．ＰＡＵＳ（ Superblock pause code）    スーパブロック分割点  
     (ﾎﾟｰｽﾞ )  
      ブロックタイプ＝７０ｈ  
 

スーパブロックの分割点を示す。

 
 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ７０ｈ   
 
注意：注意：注意：注意：スーパブロックの実行時間が２００μ sec を超える場合は、ＰＡＵＳを入れてスーパブロック  
   を分割すること。（最大４分割まで）  
 



 

                      49 

２９．ＪＭＰＷ（ Jumper  Wir ing）    ワードデータの転送（指定アドレスに出力）  
     (ｼﾞｬﾝﾌﾟﾀﾞﾌﾞﾙ )  
      ブロックタイプ＝７４ｈ 演算時間＝３．６μ sec 使用ＲＡＭエリア＝０  

       

入力 出力
E1 U1

 
 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ７４ｈ   
１  入力Ｅ１のアドレス  100%=20000   
２  出力Ｕ１のアドレス  100%=20000   
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３０．ＢＳＥＬ（ Bit  se lector）    データの１ビット選択 （演算出力データブロックに出力）  
     (ﾋﾞｰｾﾙ )                           
      ブロックタイプ＝７８ｈ 演算時間＝８．９μ sec 使用ＲＡＭエリア＝０  

      

入力 出力(ビット)

ＢＳＥＬｉ１

ｉ：複数のＢＳＥＬについての
　　識別通し番号(1,2,3,…)

出力する１ビットの

選択

E1 U1

 
 
マトリクススイッチ  
相対 ｱﾄﾞﾚｽ
（×４）  

データアドレス (32bi t)  データ形式  備考  

０  ブロックタイプ  ７８ｈ   
１  入力Ｅ１のアドレス  1WORD(16bi t )   
２  ビット番号の指定  0～ 15 の整数  マトリクススイッチにおいては、  

上位２バイトは 0xFFFF とする。  
従ってマトリクススイッチでは  
0xFFFF0000～ 0xFFFF000F となる。 

 
注意：注意：注意：注意：本ＢＳＥＬブロックは、指定されたアドレスの指定された１ビットの状態をスーパブロック用  
   ビットデータ（ 8 b i t  data）として演算出力データブロックに出力する。  
   アドレスに対応するデータは、１ＷＯＲＤ（１６ビット）である。  
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